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［三河港］ 

 三河湾は、多くの渡り鳥が飛来する六条潟や汐川干潟、アマモ場等が広範囲に分布し、ア

サリ漁をはじめとする漁業も盛んな生物多様性の豊かな海域である。一方、閉鎖性海域であ

る同湾では、例年、湾奧において貧酸素水塊の湧昇による苦潮が発生するなどの課題も有し

ている。 

 このような状況を踏まえ、三河湾全体での環境改善を図るため、平成３年よりシーブルー

事業（海域環境創造事業）など全国的にも先進的な取組が行われている。 

 今回の改訂では、三河湾湾奧での埋立面積が既定計画より大幅に縮少され、六条潟が「自

然的環境を保全又は整備する区域」に定められるものの、約 120ha の埋立て、浚渫や防波堤

の設置等の港湾施設の整備が位置付けられている。 

ついては、環境影響の可能な限りの低減を図るため、以下の点に配慮されたい。 

 

１．六条潟及びその周辺海域並びに汐川干潟の保全について 

 今回の改訂で位置付けられた神野地区の埋立計画については、既定計画より埋立面積が縮

小されるものの、六条潟の南海域の埋立てによる六条潟及び周辺海域への環境影響が懸念さ

れる。 

六条潟南海域における計画の具体化に当たっては、埋め立てられる区域を含め十分な現況

調査を行うとともに、埋め立てられる区域において過去にアマモ場が広範囲で分布していた

状況など当該海域の変遷を捉えた検討に努められたい。また、事業の実施に当たっては、環

境モニタリングを行い、生物多様性に配慮しつつ、必要に応じて干潟・浅場等の造成等の環

境保全対策の実施に努められたい。 

 汐川干潟は、中部地方でも有数の干潟面積を誇り、三河湾の中でも主要な渡り鳥の飛来地

であることから、「自然的環境を整備又は保全する区域」に定めるなど、引き続き自然環境

の保全に努められたい。 

  

２．貧酸素化の抑制について 

 今回の改訂では、将来の流入負荷量削減を前提として現況から貧酸素化が進行するもので

はないとしているが、現在の貧酸素水塊の形成状況を踏まえ、その進行を着実に抑制するた

め、三河港において、必要に応じて水質（底層の溶存酸素量を含む。）、底質及び海生生物に

係る環境モニタリングを行い、その結果を踏まえ、これまで実施してきた環境保全対策の実

施に努められたい。 

  

３．環境保全対策の実施について 

 １．及び２．に示す環境保全対策等の実施に当たっては、関係機関と連携し、これまで行

われてきた環境改善のための事業等との整合を図ることにより、三河湾全体に改善効果が発

揮されるように引き続き努められたい。また、施工箇所、工法、時期や使用する土砂等の選

定等における検討に当たっては、周囲の生態系に十分に配慮し、現存する良好な自然環境を

損なうことのないよう、実証試験や環境モニタリング結果に基づいた検証を踏まえながら、

専門家等の意見を聴取しつつ慎重に対応されたい。 


